
＜本社人事部からの出張指令＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜事前学習資料の送付＞ 

 

  

 

  事前配布資料の特徴； 

  ①  とにかく量が膨大！ 

  ② 印刷品質が悪く読みにくい。特にインドで発行されている新聞のコピーは酷い！ 

  ③ 特殊な単語（英国の植民地時代の名残か？）が多く、辞書引く回数が多くなる 

 

 



＜全参加者＞ 

 



＜参加者のグループ分け、及び徹が参加した INDIA_B チームのメンバー＞ 

 

 



＜現地で配布されたスケジュール表＞ 

  

 



スケジュール表の説明 

＜第一週＞ 

1日目：受講者到着、プログラム開始、グローバルな考え方の演習（Global Mindset Exercise) 

2日目：国際化（Globalization）、自動車産業に関わるケーススタディー（Auto Case；「国際化の考え方についてチームに分かれて研究）） 

3 日目：異文化環境への挑戦（Cross-Cultural Challenges）、変革の時代リーダー論（Transformational Leader）、変革の時代の組織論

（Transformational Framework）、ゴルフなどの屋外スポーツ 

4日目：産業分析（Industry Analysis）、チーム別の準備作業 

5日目：産業分析ケーススタディー（Industry Analysis/Case Study）  

６日目：業績を上げられる組織運営（High Performance Team）とは、野外活動（Outward Bound）に出発、 Ann Arbor（ミシガン州）から 

メーン州にチャーター機で移動、 

7日目：終日野外活動； 

 

＊野外活動とは； 

① 高い壁を乗り越える（仲間の同士で助け合って自

分の能  力を超える） 

 

② ボートを操る（仲間の同士で助け合って自分の能  

力を超える） 

 

③ 狭い岩の隙間を通り抜ける（恐怖の克服） 

 

④ ロープを頼りに高い崖を降りる（仲間の助け合い；

恐怖の克服） 

 

⑤高い所から海に飛び込む（恐怖の克服；尚、（メー

ン州は干満の差が６ｍもある 

                                

 

 

 

 



 

＜第二週＞ 

１日目：屋外活動が終わってから次の研修の為にメーン州⇒ワシントン DCにチャーター機で移動                                                      

２日目：ワシントン DCで「異文化・異人種・貧富の差を超えた活動（Global Citizenship）を体験する ⇒ 貧困者の為の病院訪問、など） 

3 日目：ワシントン DC で公式のミーティング参加、現役の記者からの記者会見を体験（徹は、話の流れで憲法 9 条について語った！）、ワシントン DC から Arbor（ミシガン州）に

チャーター機で移動 

4日目：「異文化・異人種・貧富の差を超えた活動（Global Citizenship）についての講義、この活動についてのケーススタディー（Global Best Practice）、チーム別の準備作業 

5日目：チーム別のデータ収集、チーム別の準備作業、これまでの講義のまとめ（General Session） 

6 日目：チーム別の準備作業 ⇒ チーム別の目的地の向かって出発（INDIA_B 

チームは、Air India の First Class で移動 

   

＜第三週＞ 

１日目：タージマハール見学（往復地上移動） 

 １ 

2日目～＜第四週＞ 5日目； 

 ニューデリー（⇔オールド・デリー） ⇒ ムンバイ ⇒ バンガロール 

 ⇒ ニューデリー のルートで移動 

 ＊ 各地の政府高官、主要企業の役員との面談、意見交換を行う 

6日目: ニューデリーから Air India で Ann Arbor（ミシガン州）へ移動 

7日目： 全体会議（General session）、チーム別の準備作業 

 

インドでの移動ルート 

 



＜第五週＞ 

 1日目～4日目： チーム別の纏め ⇒ グループ別のプレゼンテーション（INDIA_B チームの Final Presentation は別添） 

 5 日目：下表のリストにある Executive による「Global Citizenship」に関する講演、卒業祝いの夕食会 

 

     

 

 

  6 日目以降：帰国 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              以上 

 


